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本校が目指す教育

　たくましく生きるための健康や体力、吾かな人間性を身に付けた子どもは､様々な人たちとの交流や体験活動を通

して､大きな志（「社会のために役立とう」という目標）を育むことにより、主体的に学び､常に高い目標に挑戦してい

きます。

　このような子どもを育むことを目指しで学校教育目標を設定するとともに、９年間を４－３－２の３段階に区切り、

　「9年間の通続性」「こど乱「地域」を教育活動のあらゆる部分で言祝していきます

大志部８・９年

立志部5～7年

初志部1～4年

大志を抱き自分を信じてやリ抜くことで自己実現を果たす子ども

夢を描き意欲的に取り組むことで目標を達成する子ども

あこがれを抱き繰り返しがんばりめあてを達成する子ども

９年間の一貫した指導で育む力と態度

　未来を実現する知

　高い専門性をもつ教科担任

による、了どもが自ら追究する

授業と､学力の確実な定着を図

るための様々な取組により、未

来を実現する畑を育みます。

Ｏ｢９年間の連続性｣を生かした教育活動

Ｏ｢ことは｣の活用を大切にした学習活動や異年齢の

　交流活動

Ｏ｢地域｣における豊かな体験活動や交流活動

未来をデザインする力

　体験･交流･学習･評価･カウ

ンセリングを繰り返すことにより、

未来をデザインする力（一人一人

のｊどもが目指す将来の生き方

と現状を比べ、自ら目標を立て、

大きな志を抱いていく力）を育

みます，

未来に

挑戦するための体･徳

　健康･体力と豊かな人間性

は､学習の人切な基盤です。

　逞ちはだかる壁に向かって、

くじけず､最後までやり按ける

ように、未来に挑戦するため

の体一徳を育みます。

　小中一貫教育を推進するためには､小･中学校か

ら集まった教職員が目標を共有し、９年間の指導方

針をそろえることが大変重要です。

　そのために､本校では､詳細な指導指針である｢シ

ラバス｣を作成･活用していきます。

２



生き巧Ｅ

　考える

主拝性と

　耳吏

初志部

立志部

大志部

ａ温石

買価

初志部

立志部

大志部
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○夢や目標･成長･

　学習成果をふりかえり

　つづる｢志の記｣

　､‥／

○ものづくﾘ体験

○高校体験入学

○夢づくリ講演会

○職場体験

○福祉体験

へ

自己の「未来」と「学び」を結ぶ

　　　　　　　自己実現

ご
９
年
間
の
指
導

自分の生き方・将来を考える

｢未来ﾃﾞｻﾞｲﾝﾀｲﾑ｣

　　　　↓

　　○教科担任制の授業

　　○自ら追究する授業

　　○補充学習

＼（放課後､長期休業）
-~

Ｃ日常的な異年齢交流

Ｃ地域の人たちとの

　　　　　　交流

「キャリアカウンセリング」との連携

　人人のめあてや目標の設定、進路（職業、進学）選択について、日ごろからの支援

や相談、指導を?」います。将来の姿、進路選択についての２者面談に生かします。

感動にあふれる一貫校ならではの学校行事

し全校で歓迎する入学式

○キッザニアや博物館への体験学習(※目26～)

010撒の区切りを祝う初志郎修了式

○たくましさを身に付ける自然体験教室(５日程度※目27～)

○厳し吉を乗り越える感動の職場体験活動(５日程度※H2ﾌ～)

Ｕ大人への人□に立つ立忘却修了式

○知的好奇心を刺激レ未来をひらく大学体験

○九州･沖縄方面への修学旅行(４日程度※目29～)

○全校と地域で喜び祝う卒業式

異年齢交流で育む「自尊感情」

ニ上根生に伝しくされることで､あこがれをもつ体験

０１～４年生で構成するクラブ活勤

しス年生での初志部リーダー経験

○上級生に進んで協カレ活動を工夫する体験

０５～フ年生で構成する委員会活動

○フ年生での立志部り一ダー経験

○下級生の世話をすることで､信頼され自信をもつ体験

０８・９年生で構成する全校行事の実行委員会

○全校のリーダー経験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３



４年生・７年生・９年生の目標と重点指導事項、指導方法を示すことで、９年間一はした学習指導を行います，

「ことば」を活用する力を伺ける指導の在り方、学校図書館の利用方法等も示します。
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○本が大好きな子の育成

Ｏ｢９年間で1,000冊｣の読書目標

○読書の幅を広げる読み聞かせコーナーの活用

Ｕ図書館を活用した授業の推進

○図書館での補充学習､ｲ囚人学習の推進

○進路資料を生かした進路学習の実施
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Ｉ　．子どもが自ら学ぶ

○自ら問いを追究する授業

○教科拒圧制による充実した指導

Ｕ基礎的･基本的な内容の理解

Ｕ家庭での学習習慣の定着

　　　　　　畢

２　学習状況をとらえ教育相談へ活用

３補充学習･定着の確認

○学生ボランティアや地域人材

　を活用した補充学習の実施

○確実な理解･定着を確認して

　次年度へ進級

　　　　　　　會

○初志部：期末テスト実施(国語科･算数科)

○立志部･大志部：中聞･期末テスト実施

○全学年：実力テスト実施

○授業での表れやテスト結果を参考に学習方法のアドバイス等を実施

○静浦の自然の中で､ひと･もの･ことと触れ合う体験学習

　(学習例)…淡島見学､漁船乗船体験､海の生物の飼育、

　　　　　　アマモ栽培と移植

○節酒の産業･文化･観光をテーマにした学習

　(学習例)…節酒の漁具･産業の調査､静浦の観光調査、

　　　　　　　職場体験活動

Ｕ静浦の活性化について､地域と共に考える学習

　ぐ学習例)‥静浦地区の課題･解決のアイデアの検討、

　　　　　　地域活|主化を実践する学習

※｢静浦学習レー生活科と総合的な学習の時間で行う｢静浦｣を通して学びを広げる学習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４



小中一貫校だから可能になる継続的な生徒指導

9年生の姿を于本に目標を高くもち、挑戦する体験を多く設定します。

つまずいた時には適切な支援を行い、現状を突破するチャレンジ粘神とやり抜く意志の強さを台みます。

思春期の人目である立志郎を中心に、全教職員で県守り、いじめ・小登校の未然防止・y一利発腿を図る組織

的な指導を行います。

心こ仔と

　ーＺる

挿刀向上Ｅ

　　図る

屋外運動施設

興味関心Ｅ

　応ける

９年間の一貫した支援体制
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　　子どもたちの心身の成長を支える充実した施設

01階の俣信宏司目診察･スクールカウンセラ一室の連携

つ相談者に配慮したスクールカウンセラー室

つ屋外の事故や緊急車両に即応できる保信室

づ校合･グラウンド･屋内運動施設にAEDを設置

○子どもの安全を守る防犯カメラ･防犯ベルの設置

　　　　　小・中学校２校分の充実したスタッフ

ご看護教諭､スクールカウンセラー､心の教室相談員､いきいきスタッフ

運動意欲の伸長と運動習慣の定着

タ

○ブレイブラウンド

　(新設)主に初志部

　が利用する遊具を

　設置

○グラウンド(新設)

　200mトラック･直

　線100m･テニスコ

　ート２面･部室

様々な体格の子どもに対応した施設

Ｉ　Ｓ
屋内運動施設

　　　－

○本育館(既設)

　上下可動式バスケ

　ットゴールを完備

Ｕ武道場(新設)

　武道の授業･部活･

　集会等、多目的に

　使用

水泳丿設

大海を航海する船普

イメージした外観

⊂大プールで新設）

　２５ｍｘ６コース

○小プールで新設）

　１・２年生のｲ本格

　に応じた水深で設

　計

自ら選び、挑戦する様々な活動
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○プレイグラウンドで遊びながら基礎体力の向上

し昔の遊び､茶道等を体験する１～４年のクラブ活動

０５・６年生での部活動体験の実施

○フ年生から部活動への正式入部

○中心メンバー七なり仲間と高め合う部活動

○学校代表として各種犬合やコンクールに参加

ナ?ノカー部､野球部､女子ソフトテニス部､女子バスケットボール部、

卓球部､吹奏楽部､文化芸術部､総合部(予定T

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

初志部

立志部

大志部

部活動



新校舎の紹介
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小中一貫校でしか実現できない日常的な異年齢交流等を促進するため､多様な交流スペースを創出しています。

　また､防災対策を重視し､地震や津波に強い構造と防災機能を備えています。

学習図書館

　「知」を育む場となる学校図書館は、校舎中夫の２～４階の３層階に

配置します。階ごとに配架する図書の種類や役割を変え、専用の内部階

段により移動万古、空調も完備します。校舎のどの場所にいてもすぐに

利用可能な環境を整えています．

２階

３階

全学年を対象とした読み特を中心に配架、立ち寄りやすいメイン

エントランス前に配置、ｲ辻学年用読み聞かせコーナー併設

各教科の調べ学習用参考図書を中心に配架、パソコンコーナーと

一体的にメディアセンターとして機能

４限　進路情報や地域関連の資料を中心に配架、個別学習コーナーを設置

北

北

東

　放浪後
児音タラプ 美術室 図工室

祐街料室
ｌ

干 準備室

給食搬入□ 展示ｷﾞｬﾗﾘｰ　　　　　　贈

給食零 写
女子
ら４ 。。LL／ ヒロティ
t

ﾄｲﾚ

Ｊｋ
沓

‰ 弓不ドコ＝F二

牛

こ
｜

会咄室
ｌ

｢‾

ｽｸｰ」

誤
‾月肖

LLLﾀﾞ」‘

西

舎ｎｓへ　　東　　　　　　ｊ rプールヘ

ﾄﾞl‾
普通教室 普通教室 育成城室

モ ？ Ｉ
昔迪旅室

レ「

¢

旧
昔迪政室

吹抜け 昌
｜

モ

ノス委祓金笙 ＰＳ
｜

参
|　

学校図書館
　メｉン

ェントランス

｜

ス

晋迪政室

｜ノ－ズ

吹抜lj
普通教室

購買 PS
＝､,lps ｜ 玉三三1卜・

Ｉ回２１　１

ﾄ'柵

宛貝周トイレ
ｌ ｌ ヨ

事務室 屋
校長室

ｌ 珠員室｜
｜ ｜

　采客

エントランス

６

西

主な利用／初志部

南

南

Ｕ食育を推進するため、調理の核子を見学で

　きる自校方式の給食室を設置します。

○展示ギャラリーを設け、統合前の学校の記

　念品などを展示します。

○保健室づ目脳室・スクールカウン七ラー室を

　隣接古社、子どもの心身ケアに努めます。

○エレベータを設け、結合や荷物の運搬などに

　使用しますっ多目的トイレも設置レバリア

　フリーにも配慮しています。

○放課後児童クラブを併設し、下校後の子ども

　の居場所も確保します。

○校舎のエントランス階上なり、９学年が同じ場所

　から出入りすることで、自然な交流を促します。

○体育館・ブールヘの渡り廊下を設け、災害時

　の避難経路にも使用します。

○小中の教職員が一緒の職置屋で情報を共有

　レ子どもの成長を見守リますっ

○職員室からはメインエントランスとグラウンド

　を目視でき、事故や不富者の侵入等に迅速対

　応します。

○普通教室は日当たりのよい南面を中心に、２～４

　階に配置します。常設のブロジェクク・パソコン

　を使用して、より分かりやすい授業を行います，
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主な利用／大志部
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　異年齢交流は下級生と上級生かお互いの存在を意識することで、より高

い目標に向かう志士主体性を育み、地域交流は様々な人士の関わりや体験

学習を通して社会|生を育みます。

　このような交流や体験学習を促す仕掛けとして、多様な交流スペースを

設けています。

コＥン

スペース

フンヂ

J[－ム

様々な教育活動に対応した2～4階の普通教室前の広い廊下、単

独での使用はもちろん普通教室との間の可動間仕切りを間放し

て一体的に使用可能

晨上限の4限北四角に設置、約100席を備えて給食時の交流や集

会・研修会などで使用
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○隣合う学校図書館とパソコンコーナーで構成

　するメディアセンターでは、調べ学習等で豊富

　な情報を得られます。

０２・３階の学校図書館内には、それぞれ１クラ

　ス分の机・椅子を備えており、授業でも日常

　的に使用しますっ

○初志部からの教科担圧制に対応するため、特

　別教室の充実を図っています。

○間仕切甲乙よって様々な授業形態に対応でき

　る少人数教室を設けています。

○テラスや吹抜けを多用レ風通しのよい開放

　感ある明るい空間を剔出します。

○ランチルームからぱ富士山・駿河湾・淡島な

　どの素晴らしい景色を望めます。

○高い天丼で間放感のある空間は、給食時の交

　流のほか、様々な交流の場として使用します。

○家庭科調辺塞との間の可動間仕切りを間放し

　て、調理したものを直接ランチルームに運び

　こむことがでざます。
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市下水施設管理センター

校舎､武道場

体育館(既設)

プール(小ｱｰﾙ併設)

グラウンド

ブレイグラウンド

静浦の森･沼津の森

ｋ

学校の立地場所が海に近いことから､地震･沖波などの災害に備えて､様々な剥策を講じています。

　○校舎は強固な鉄筋コンクＵ一ﾄ造､4階建による高層化（言上床:海抜19､25m）

　し校舎の構造を柱と梁で支える純ラーメン構造とし津波圧力による倒壊リスクを軽減

　○子どもの一時的な避難生活に備え､屋上に食料や資機対等を備蓄する防災倉庫を設置

　○地域住民の避難も想定し屋外避難階段を設置､屋上には約1,000人が避難できるスペースを確保

　○自立式の太陽光発電設備を設置し､短期的な避難生活場所として想定するランチルームヘ電力を供給

　○災害後の迅速な機能回復に備え､屋上に電気･給水設備を設置

　○防災環境保今林となる沼津の森の植樹･育成

　○学校敷地東側の市下水道施設管理センター（海抜約20m川こ至る複数の避難路を確保　ほか
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　施設面での対策とともに､防災教育･防犯教育･安全教育を一体化して実

施します｡危機管理マニュアルを作成し､学校の全教育活動を通した計画

的･系統的な指導により､自分が置かれた状況を的確に判断し適切な決断

や行勤の選択ができる力や自他の生命を耳垂することができる力を子ども

自らが育んでいけるようにします。

第１避難路

発行元･お問合せ先沼津市教育委員会事務問教育企画室

住所:〒ヰ10-8601沼津市御幸町托-|

電話'055-93ヰｰ4821　FへX:055-931-89ﾌﾌE-mall:kyoulku-kl＠〔ltynumｮzu l引p
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